
【都市・まちづくり課】

１　必要性・独自性 【基本方針活用事業より】

・

・

２　目指す成果・成果目標・指標 【基本方針活用事業より】

・

【取組により期待される効果】

３　事業の概要

・

予算額：千円

４　見える化に向けた取組、取組の継続性、他地域への波及効果等

・

《実施例》 

2,000

森林を身近に感じられる緑地の整備を推進するとともに、整備された緑地において緑化団体や地域
住民による緑化活動につなげることにより、緑化に関する人材発掘・育成等のモデルとし、他地域への
波及を図る。

市町村、NPO等
民間団体

1/2
1/3

緑地整備 2箇所
樹木・芝等の植栽、花壇・ベン
チ等の施設整備

まちなかの緑地整備事業

市街地における木々に親しめる緑地の整備を集中的に推進するため、市町村及び民間団体が行うモ
デル的な緑地の整備に対して補助するとともに、整備された緑地での地域住民等による緑育・緑化活
動につなげる。

平成31年に開催された「全国都市緑化信州フェア」を契機に、市街地においても、木々に親しめる緑地整備を集
中的に推進することが必要。

県民協働による市街地の緑化整備 概ね25箇所程度/5年間

事業内容 事業主体 R2年度 事業計画及び目標 補助率 予算額

加えて、市街地の緑地は、ヒートアイランド現象の緩和や大気浄化などの生活環境の保全に寄与するとともに、安
らぎや癒し効果により人々の快適な暮らしを支え、長野県らしい景観を提供することから、適切な整備が必要。

・まちなかに木々を身近に感じられる魅力的な緑地が創出されることによる、都市の魅力の向上。

・活動の場、交流の場としての利用によって地域の元気づくりを推進するとともに、緑化に関する人材
発掘・育成等によって持続可能な緑化を推進。

松本市 松栄の湧水公園

ベンチ、植栽、水流を整備

松本市 国府町ポケットパーク

ベンチ、植栽を整備
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